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 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

 
 

楠の若葉が輝く季節になり,今年も本校生にとっては最大のイベント・一高祭が近づいて来ま

したね。昨年は本校史上最多の来校者があったとのこと,年々賑やかになってきているようです

ね。こうした学校行事に欠かせないものの一つに校歌があります。ところで諸君は旧本館前校

庭の一角に『沃野一望数百里…』の校歌の碑が建っているのをご存知でしょうか。これは,進修

同窓会結成２５周年を記念して,昭和３８年に本館玄関前に建設されたものです。この碑は,昭和

６２年,学校創立９０周年を機に整備された旧本館玄関前左側の庭園に移され,もとの姿をとど

めています。今号では,この校歌について考えてみたいと思います。 

校歌碑 ↑                                誕生直後の校歌（「進修」第 14 号に掲載）↓  

                   

                                    

                          

                                            
                                 

                           
     
   
      
 
 
                                           

                                              

 
     

 

 

旧
制
中
学
校
校
歌 

 
 

明
治
四
十
年
代
に
続
々
誕
生 

 

今
年
、卒
業
四
〇
周
年
の
祝
賀
式
に
出
席
さ

れ
た
高
21
回
の
松
井
泰
寿
氏
（
守
谷
高
校

長
・
元
本
校
教
諭
で
『
進
修
百
年
』
の
編
纂
に

携
わ
る
）
は
、
本
校
で
は
創
立
十
数
年
後
の
明

治
44
年
に
や
っ
と
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
が
、

ど
う
し
て
な
の
か
と
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
明
治
期
に
創
立
し
た
旧
制

中
学
校
で
は
、校
章
は
創
立
時
に
制
定
さ
れ
て

い
る
が
、
校
訓
や
校
旗
、
校
歌
は
創
立
後
相
当

の
年
月
が
経
っ
て
か
ら
制
定
さ
れ
た
学
校
が

多
い
よ
う
だ
。 

水
戸
中
学
校
（
明
治
11
年
創
立
）
の
校
歌

が
誕
生
し
た
の
は
明
治
41
年
（190

8

）
で
あ

り
、
本
校
と
同
時
に
創
立
し
た
下
妻
中
学
校
で

は
明
治
43
年
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
全
国
的

に
見
て
も
熊
本
県
立
熊
本
中
学
校
は
、創
立
十

周
年
を
記
念
し
て
明
治
43
年
に
、
明
治
32
年

創
立
の
三
重
県
立
第
三
中
学
校
（
現
上
野
高

校
）
の
校
歌
も
明
治
41
年
に
制
定
さ
れ
な
ど
、

そ
の
多
く
は
明
治
四
十
年
代
前
半
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、下
妻
中
学
校
の
分
校
と
し
て
明
治

33
年
に
創
設
さ
れ
た
水
海
道
中
学
校
も
、
校

歌
が
で
き
た
の
は
明
治
43
年
で
あ
り
、『
済
美

百
年
』（
水
海
道
一
高
百
年
史
）
に
校
歌
制
定

に
つ
い
て
「
い
ず
れ
の
中
学
校
も
校
歌
誕
生
ま
で
に
一

〇
年
以
上
の
歳
月
が
あ
る

こᷞ
れ
だ
け
の
年
月
を
経
れ
ば 

そ
の
学
校
の
教
育
目
標
や
方
針
も
確
立
ᷫ
校
訓
や
校
是
の

制
定

しᷬ
᷷
校
風
᷸
も
生
ま
れ
る
か
ら

そᷝ
れ
を
校
歌
に
詠
Ḉ

て
学
校
へ
の
所
属
感
や
一
体
感
を
い
Ḉ
そ
う
強
め
よ
う
と

い
う
機
運
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
᷸
と
記
し
て
い
る
。 

  
 

自
前
の
土
浦
中
校
歌 

  

当
時
、
校
歌
を
作
成
す
る
に
は
作
曲
と
い
う
困 

難
な
壁
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
学
校
で 

は
校
歌
づ
く
り
を
専
門
家
に
依
頼
し
て
い
る
場
合 

が
多
い
。
熊
本
中
の
校
歌
は
作
詩
・
作
曲
と
も
に 

専
門
家
の
手
に
な
る
も
の
で
、
特
に
作
曲
者
は
「
春

の
小
川
」
や
「
朧
月
夜
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
岡
野 

貞
一
で
あ
る
。
水
海
道
中
の
校
歌
も
作
詞
家
は
東 

京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
の
国
文
学
教
授
、 

作
曲
者
も
同
校
助
教
授
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
水
戸
中
の
よ
う
に
当
校
教
師
が
作
詩
を 

担
い
、
作
曲
は
外
部
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
と
い 

う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
水
戸
中
校
歌
は
師
範
学
校
音 

楽
教
師
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
重
県
の
上
野
中
も
同
様
で
、
作
詩
は
博
物
担 

当
の
教
諭
だ
が
、
作
曲
は
東
京
師
範
学
校
教
官
で
、

「
一
寸
法
師
」
や
「
青
葉
の
笛
」
な
ど
明
治
の
名

曲
を
数
多
く
作
曲
し
た
田
村
虎
蔵
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
中
で
下
妻
中
の
校
歌
は
異
色
な
も
の

と
い
え
よ
う
。
当
時
五
年
生
二
人
の
合
作
で
横
瀬

夜
雨
が
筆
を
加
え
た
詩
を
、
旧
制
一
高
の
寮
歌
「
嗚

呼
玉
杯
に
花
う
け
て
」
の
曲
に
の
せ
て
、
生
徒
た

ち
の
間
で
自
然
に
歌
わ
れ
続
け
て
い
く
う
ち
に
校

歌
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
（
『
為
桜
百
年
史
』）

と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、
竜
ヶ
崎
中
の
校
歌
も
同

様
に
、
曲
は
旧
制
一
高
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の

も
の
を
借
用
し
て
い
る
。 

 

そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
土
浦
中
の
校
歌
は
そ
の

作
成
過
程
か
ら
み
て
健
気
な
も
の
で
あ
る
。
歌
詞

は
生
徒
の
公
募
に
よ
る
も
の
で
、
入
選
し
た
四
年

生
堀
越
晋
の
詞
を
本
校
教
諭
尾
崎
楠
馬
が
補
筆

し
、
作
曲
し
た
。
国
漢
科
主
任
で
あ
り
な
が
ら
、

音
楽
に
も
堪
能
な
尾
崎
青
年
教
師
の
存
在
が
、
自

前
の
校
歌
誕
生
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

歌
わ
れ
な
か
っ
た
三
番 

  

本
校
校
歌
は
、
一
番
で
、
筑
波
や
霞
浦
の
雄
大
な

自
然
を
、
二
番
で
は
、
郷
土
の
美
し
い
季
節
の
移
ろ

い
を
、
三
番
で
、
こ
の
素
晴
し
い
風
土
に
培
わ
れ
る

若
人
の
心
意
気
を
、
そ
し
て
最
後
の
四
番
で
、
こ
の

学
び
舎
で
の
青
春
を
誇
ら
か
に
歌
い
上
げ
て
い
る
。 

 

制
定
以
来
歌
い
継
が
れ
て
き
た
こ
の
校
歌
は
戦

後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
三
番
が
姿
を
消
し
た
。
終
戦

後
、
戦
前
・
戦
中
の
軍
国
主
義
教
育
を
排
除
し
、
民

主
化
を
進
め
る
と
い
う
政
策
の
も
と
、
全
体
主
義
的

な
も
の
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
番
の
「
東

国
男
児
の
気
を
享
け
て 

我
に
武
勇
の
気
魄
あ
り
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
こ
れ
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と

で
三
番
が
歌
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

水
戸
一
高
の
校
歌
は
、
左
に
掲
げ
た
よ
う
な
歌
詞

で
あ
っ
た
が
た
め
、
自
主
規
制
に
よ
っ
て
戦
後
は
全

く
歌
わ
れ
ず
、
昭
和
25
年
ご
ろ
か
ら
、
一
番
だ
け
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
・
二
番
と
も
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
四
〇
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る

（
『
水
戸
一
高
百
年
史
』
）
と
い
う
。
本
校
で
も
三
番

が
復
活
し
、
全
節
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
や

は
り
昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
本
校
校
歌
の
三
番
は
全
歌
詞
の

主
題
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
欠
い
た
校
歌
し

か
歌
え
な
か
っ
た
当
時
の
生
徒
た
ち
が
、
三
番
の
存

在
を
知
っ
て
ど
ん
な
感
慨
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。 

と
も
あ
れ
、
本
校
の
校
歌
は
生
徒
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
説
教
が
ま
し
く
な

く
、
曲
も
簡
潔
で
歌
い
や
す
い
。
そ
れ
で
い
て
伝
統

校
と
し
て
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
校
歌
で
あ
る
。 

水
戸
第
一
高
等
学
校
校
歌 

 
 
 
 

 
 

古
賀
快
象 

作
詩 

 
 

片
岡
亀
雄 

作
曲 

 

一 

旭
輝
く
日
の
本
の 

光
栄
あ
る
今
日
の
そ
の
も
と
は 

 
 

義
人
烈
士
の
功
績
ぞ 

忠
孝
仁
義
の
大
道
を 

 
 

貫
く
至
誠
あ
る
な
ら
ば 

天
地
も
為
に
動
き
な
ん 

 

二 

世
界
に
き
お
う
列
強
と 

な
ら
び
て
進
む
帝
国
の 

 
 

基
礎
は
堅
忍
力
行
ぞ 

花
朝
月
夕
つ
か
の
ま
も 

 
 

古
人
に
恥
じ
ぬ
心
し
て 

ゆ
め
怠
る
な
一
千
人 


